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　10 月 4日入江神社（大茅地区）粟倉神社（別府・中土居・下
土居地区）で秋祭りが行われ、前日の夜、両神社では宵宮が行わ
れました。
　入江神社では湯立てという儀式が厳かに行なわれ、かわいい子
どもたちの相撲、神殿では獅子舞が奉納されました。
　また粟倉神社では、境内で多くの方が集まり、雑煮やぜんざい
の振る舞いや射的、映画の上映、あわくら太鼓や浦安の舞、神殿
では獅子が舞いました。
　当日には神主さんが祝詞を唱え、舞の奉納、獅子舞の営業が行
われました。入江神社では各家を回り舞を踊り、粟倉神社では下
土居、中土居、別府地区の営業所を回りました。

特 集 ～受け継がれる伝統～

粟倉神社

入江神社

　１０月１１日は岩滝神社（知社地区）、
同月１２日には金刀比羅神社（坂根地区）、
影石神社（塩谷・谷口地区）、猪之部神社
（猪之部地区）、同月１８日に天満神社（引
谷地区）で祭りがありました。
　秋祭りとは、収穫を祝い、豊作を神様に
感謝する行事です。今年とれた新米を奉納
したり、季節ものの山の幸、海の幸を奉納
します。
　今回村内いくつかの神社の祭りへ行かせ

ていただき、神社によって祭りが違っていましたが、どこも氏子がしっかり伝統を守り続けている素敵な祭
りばかりでした。
（出展：西粟倉村史・西粟倉文化財）

　貞観 4年（８６２年）粟倉神社よ
り分社され、入江大明神と称えていま
したが、明治維新後に入江神社と改称。
大茅、坂根の氏神でしたが、昭和30年、
神社維持等の都合により坂根地区は氏
子を脱退。

　天安元年（８５７年）、美作国津山中山神社より分社。粟倉
庄の総社として祭祀しましたが、氏子地域が広大過ぎて祭礼が
混雑する等の理由から貞観４年（８６２年）粟倉庄内８社に分
祀。
　明治以前は「四頭宮」または「祠頭大明神」とよんでいまし
たが明治初期神仏分離令によって粟倉神社と称しました。
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西 粟 倉 秋 祭 り

←江戸時代後期より、代々地区の
　氏子に伝承され、威徳天満宮秋
　の大祭に奉納されました。悪魔
　切り、八州など約１０演目を舞
　い、狐やお多福のユーモアある
　舞はとても特徴的です。
　獅子箱には「奉納・安政４年
　（１８５７年）引谷氏子中」と
　書かれており由緒ある獅子舞で
　す。

天満神社

猪之部神社

金刀比羅神社 影石神社
岩滝神社

　創立は元禄年間、京都北野天満
宮より分神したと伝えられていま
す。
　昔は長尾村引谷口天神田に祀っ
ていたがその後引谷イモジ谷小
才、天神松に移動され、寛延年間
（１７４８年）以後現在地に鎮座
しました。

　猪之部部落の氏神とし
て祀られました。貞観４
年（８６２年）粟倉神社
より分社され、古くは員
部大明神と称号したと伝
えられています。
　大正５年影石神社と合
祀、昭和２３年本殿を現
在の地に還座。

　粟倉神社より貞観４年（８６２年）
に分社し二宮大明神と称号。明治９
年に影石神社と改称。

　元禄年間（１６８８年）に四国
讃岐の金刀比羅宮に参詣し、分神
のお願いをし分社しました。

　創立年代は詳らかでない。
知社には昔多くの神祠が祀ら
れていたため千社と呼ばれて
いました。
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平成２７年
９月定例議会

　　　

施
設
整
備
に
向
け
た
積
立

て
を
進
め
て
い
ま
す
。
多
額

の
費
用
が
必
要
に
な
る
こ
と

か
ら
、
補
助
金
・
借
り
入
れ

と
あ
わ
せ
て
積
立
金
が
必
要

で
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
い
た
だ
い
た
意

見
を
元
に
、
試
設
計
を
行
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
予
算
規

模
や
使
用
す
る
木
材
の
量
な

ど
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

　

新
し
い
環
境
の
主
役
と
な

る
の
は
子
ど
も
た
ち
。
こ
こ

で
ど
う
育
っ
て
欲
し
い
の

か
、
そ
の
た
め
に
大
人
は
何

が
で
き
る
の
か
を
し
っ
か
り

と
考
え
て
い
き
ま
す
。

一般 ２億１６１８万円 ２３億２７９８万円

ふるさと寄附金、
マイナンバー関
連、林道瀬戸線法
面改良、マイクロ
水力発電整備

国保 １６７０万円 ２億４９９２万円 マイナンバー関連

診療所 ４２８万円 ７０５２万円 電子カルテ購入

後期高齢 １５９万円 ２１６０万円 マイナンバー関連

介護事業 ４６１万円 ２億２０８５万円 マイナンバー関連

介護サービス △２４万円 １２８９万円 パソコン購入

簡易水道 ３９万円 ９７６３万円 漏水復旧

集落排水 １２６万円 １億８５９９万円 マンホール補修

観光 ４１万円 ２３６万円 あわくら荘修繕

森林管理 ７９０万円 ８５７５万円 作業道整備

※決算による繰越金も含んでいます。
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【
同
意
】

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

同
意

　

井　

辺　

紀　

子　

氏

影
石
六
一
〇
番
地
四

（
昭
和
35
年
4
月
15
日
生
）

【
条
例
改
正
】

①
個
人
情
報
保
護
条
例

②
手
数
料
条
例

※
①
②
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関

連
で
す
。

③
む
ら
づ
く
り
寄
附
条
例

④
消
防
団
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例

【
補
正
予
算
】

　

前
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
、
10

会
計
の
補
正
予
算
を
可
決
。

【
決
算
認
定
】

　

萩
原
監
査
委
員
よ
り
、
監

査
報
告
の
後
、
審
議
さ
れ
、

10
会
計
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

※
決
算
の
概
要
に
つ
い
て

は
、
９
月
号
広
報
誌
と
配
布

し
た
「
平
成
26
年
度
決
算
の

概
要
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
諮
問
】

　

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
へ

の
意
見

　

草　

刈　

桂　

子　

氏

坂
根
三
八
七
番
地

（
昭
和
27
年
２
月
3
日
生
）

　

新　

田　

た
け
美　

氏

長
尾
一
六
四
〇
番
地

（
昭
和
27
年
8
月
23
日
生
）

【
陳
情
】

○
国
・
県
に
対
し
て
「
私
学
助
成

の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提

出
を
要
請
す
る
陳
情
・
・
・
採
決

○
「
外
国
人
の
扶
養
控
除
制
度
の

見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
」
の
採

択
を
求
め
る
陳
情
・
・
・
・
採
択

　

地
方
創
生
の
か
け
声
の

下
、
全
国
に
先
駆
け
て
芽
生

え
つ
つ
あ
る
い
く
つ
か
の
モ

デ
ル
を
着
実
に
成
長
さ
せ
て

い
く
こ
と
、
こ
れ
が
現
在
の

西
粟
倉
村
の
使
命
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、村
づ
く
り
、

ひ
と
づ
く
り
、
し
ご
と
づ
く

り
、
こ
の
三
施
策
を
西
粟
倉

村
創
生
の
柱
と
し
、

「
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」
を
促
進

○
「
い
き
が
い
農
業
」
な
ど
モ

ノ
づ
く
り
を
応
援

○
地
域
資
源
の
開
発
、
起
業
、

創
業
、
企
業
誘
致
を
促
進

等
々
、
積
極
的
に
こ
れ
ら
の

事
業
推
進
に
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
安
心
し
て
子
供
を
産
み
、
育
て

や
す
い
環
境
を
整
備
す
る

○
交
流
の
村
と
し
て
、
住
む
人
の
個

性
が
光
る
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り

○
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
で

｢

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立｣

の
村
づ
く
り

○
女
性
、
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る

仕
事･

環
境
づ
く
り

○
各
種
行
事
の
見
直
し
・
再
構
築　

村
づ
く
り
交
流
会
の
促
進

○
「
百
年
の
森
林
構
想
」
の
推
進

と
進
化
発
展

○
百
年
の
森
林
構
想
と
の
連
携
で
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９
月
26
・
27
日
、
あ
わ
く
ら
会
館
に

お
い
て
第
11
回
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

27
日
（
日
）
の
式
典
で
は
米
寿
者
・

頌
徳
状
贈
呈
者
等
へ
の
表
彰
状
の
贈
呈

が
あ
り
ま
し
た
。（
表
彰
者
別
表
の
と

お
り
）

　

式
典
終
了
後
は
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
の

部
へ
と
移
り
、
粟
倉
神
社
の
獅
子
舞
保

存
会
に
よ
る
獅
子
舞
を
皮
切
り
に
、
西

粟
倉
小
学
校
児
童
の
合
唱
・
あ
わ
く
ら

太
鼓
・
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
文
化
協
会
各

サ
ー
ク
ル
の
他
、
手
品
、
詩
吟
の
個
人

出
演
発
表
、チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
コ
ー

ラ
ス
の
グ
ル
ー
プ
の
参
加
も
あ
り
ま
し

た
。
多
く
の
方
が
来
場
さ
れ
、
大
い
に

会
場
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
に
は
文
化
協
会
サ
ー

ク
ル
や
村
内
の
子
ど
も
た
ち
の
作
品
展

示
の
他
、
村
民
の
み
な
さ
ん
の
力
作
揃

い
の
作
品
が
会
場
を
飾
り
ま
し
た
。
茶

道
や
囲
碁
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
各

団
体
が
様
々
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

昼
食
時
に
は
川
柳
の
優
秀
吟
の
表
彰
も

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
外
の
会
場
で
は
村
内
の
各
種

団
体
が
出
店
し
た
テ
ン
ト
村
が
で
き
、

焼
き
そ
ば
、
う
ど
ん
、
き
な
こ
パ
ン
な

ど
の
販
売
も
行
い
、
ま
つ
り
を
盛
り
上

げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く
の

村
民
が
楽
し
い
秋
の
１
日
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
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地区名 氏名 性別 生年月日
猪之部 河野　厚子 女 大正15年 9月 20日

筏津 手槌　　實 男 大正15年 9月 26日

谷口 尾関  　綠 女 大正15年 11月 6日

中土居 白岩　　弘 男 大正15年 11月 17日

影石 江見 美津重 女 大正15年 11月 20日

塩谷 野田　和江 女 昭和2年 1月 1日

知社 小松　和子 女 昭和2年 1月 11日

知社 小松　英夫 男 昭和2年 2月 23日

下土居 春名　和惠 女 昭和2年 3月 21日

別府 白簱　　強 男 昭和2年 3月 29日

別府 國里 都代子 女 昭和2年 4月 10日

影石 萩原 ちかゑ 女 昭和2年 5月 5日

中土居 白岩 あやの 女 昭和2年 7月 22日

大茅 萩原 きくゑ 女 昭和2年 7月 26日

大茅 井上  日子 女 昭和2年 8月 5日

地区名 氏名 性別 生年月日
影石 福島    勇 男 大正13年 10月 30日

坂根 草刈  光子 女 大正14年 1月 1日

大茅 金田  芳子 女 大正14年 1月 16日

谷口 尾関  秀雄 男 大正14年 2月 8日

坂根 山本  一惠 女 大正14年 2月 18日

坂根 田中 富喜子 女 大正14年 3月 25日

猪之部 國里  和男 男 大正14年 4月 12日

塩谷 新田  耕平 男 大正14年 4月 20日

塩谷 新田  泰造 男 大正14年 4月 21日

中土居 河野  嘉德 男 大正14年 7月 12日

影石 萩原  藤枝 女 大正14年 8月 26日

坂根 檀原  重男 男 大正14年 8月 31日

地区名 氏名 表彰種類
別　府 小椋  真澄 自立更生
引　谷 石原  茂子 家族介護

米寿を迎えられた方
（大正１５年９月１６日～昭和２年９月１５日生まれ）

身体障害者福祉協会長表彰を受けられた方

頌徳状を受けられた方
（満年齢 90歳到達者）

地区名 氏名 表彰種類
影　石 江見  高子 自立更生
猪之部 河野  孝子 自立更生

村長表彰を受けられた方

地区名 氏名 表彰種類
影　石 福島  賢典 家族介護
中土居 宮脇　  昭 地域福祉活動

大　茅 上山  完治 ゲートボール
協会功労

老人クラブ連合会長表彰を受けられた方

地区名 氏　　名 性別 生年月日
塩　谷 赤代  富子 女 大正5年 1月 25日

内閣総理大臣祝状を受けられた方
（平成 27年度 100 歳到達者）
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Vol.30

　

10
月
25
日
、
西
粟
倉
・
森
の
学
校
で

開
か
れ
た
「
第
3
回
森
の
お
も
ち
ゃ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」。
お
天
気
に
も
恵
ま

れ
、
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。
来
場
者
数
は
、
約
一
二
〇
〇
人
。

ご
来
場
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
開
始
早
々
か
ら
続
々
と
体

育
館
に
家
族
連
れ
が
訪
れ
、
あ
っ
と
い

う
間
に
満
員
状
態
。
た
く
さ
ん
の
子
ど

も
た
ち
が
、
思
い
思
い
に
お
も
ち
ゃ
を

手
に
取
り
、
夢
中
に
な
っ
て
遊
び
ま
し

た
。
そ
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊
ぶ

↑おもちゃの前では、みんな友達

↑おもちゃの説明に熱心に耳を傾け
るボランティアのみなさん

保
護
者
の
み
な
さ
ん
も
カ
メ
ラ
片
手
に

嬉
し
そ
う
。
な
か
に
は
、
真
剣
に
積
み

木
を
積
み
上
げ
る
大
人
の
方
々
も
。
こ

れ
も
木
の
お
も
ち
ゃ
の
成
せ
る
技
で

す
。

　

運
営
に
は
、
当
村
の
女
性
の
方
々
を

中
心
に
、
14
名
の
方
が
精
力
的
に
会
場

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
村
内
の
お
客
様
も
、
身
近
な
方
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
し
て
参
加
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
、
と
て
も
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
参

加
し
て
く
だ
さ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

み
な
さ
ん
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
た
来
年
も
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！
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森
の
お
も
ち
ゃ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
、
い
か
が
で
し
た
か
。
よ
り
よ
い

イ
ベ
ン
ト
に
し
て
い
く
た
め
、
ご
意

見
、
ご
感
想
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
☆

産
業
観
光
課

２
７
９-

２
１
１
１　

　
「
チ
シ
ャ
ノ
キ
」
と
い
う
名
前
を
聞

い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
こ
の
木

は
、
中
国
地
方
以
南
で
見
ら
れ
る
高
木

の
落
葉
広
葉
樹
で
、「
げ
ん
の
う
」
の

柄
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
そ
う

で
す
。
一
般
的
に
は
堅
い
カ
シ
類
が
使

用
さ
れ
る
そ
う
で
す
が
、
ほ
か
に
ク

リ
、
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
、
ア
オ
ダ
モ
な

ど
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
「
げ
ん
の
う
（
玄
能
）」
は
、
打
ち
付

け
た
り
、
つ
ぶ
し
た
り
す
る
道
具
で
、

こ
の
う
ち
、先
端
が
金
属
の
も
の
を「
か

な
づ
ち
（
金
鎚
）」
と
い
い
、
さ
ら
に

両
端
が
平
ら
な
も
の
を
「
げ
ん
の
う
」

と
呼
び
ま
す
。
正
確
に
は
、
一
方
の
面

は
平
ら
で
、
も
う
一
方
は
凸
曲
面
に
な

っ
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
木
を
傷
つ
け
な

い
よ
う
に
釘
を
打
ち
込
む
場
合
に
使
わ

れ
ま
す
。
な
お
、
先
端
が
木
製
の
も
の

は
「
木
槌
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

名
前
の
由
来
は
、
金
鎚
で
殺
生
石
を

退
治
し
た
玄げ
ん
の
う翁
和
尚
（
源
翁
心
昭
）
に

由
来
す
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

諸
説
あ
る
よ
う
で
す
。

　

そ
も
そ
も「
つ
ち（
ハ
ン
マ
ー
）」は
、

人
が
発
明
し
た
道
具
の
中
で
最
も
古
い

道
具
の
ひ
と
つ
だ
そ
う
で
、
は
る
か
昔

に
は
、
狩
猟
や
戦
闘
に
も
用
い
ら
れ
ま

し
た
。
現
在
は
、
形
も
大
き
さ
も
進
化

を
遂
げ
て
い
る
も
の
の
、
基
本
的
な
機

能
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
う
考
え

る
と
、「
げ
ん
の
う
」
が
以
前
よ
り
ち

ょ
っ
と
魅
力
的
に
み
え
て
く
る
か
ら
不

思
議
で
す
。

←日本で最も売れているというフ
ランス製の積み木「カプラ」。単
純な組み方で、たくさん積み上げ
られるのが魅力。また崩れる時の
音が世界一美しい積み木とも言わ
れています。

↑今回初お目見えの木製おも
ちゃ「どんぐりころころ」。実
は皇室御用達という贅沢な逸
品です。一番上から付属のど
んぐりを転がすと、どんぐり
がクルクル落ちながら、可愛
いらしい音を響かせます。

→
よ
う
び
特
製
の
間
伐
射
的
。

男
の
子
に
大
人
気
で
し
た
。

←今年度のウッドスタート玩具は、「おむすびころり
ん」。歯固めとコマ遊びができる優れものです。東京
おもちゃ美術館監修なので、赤ちゃんが口にくわえて
も安心です。
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幼稚園では、子ども達が村内のいろ
いろな場所へ出かけていき、地域の
人とふれ合ったり、五感を通した体
験ができるように、“ 村内めぐり年
間計画 ”を立てて活動しています。

木薫で木を削る様子を見学
したり、削った木の薫りを
かいだり、触ったりさせて
いただきました。

お祭りごっこで、地域に
御神輿を担いで出かけて
いきました。
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上
の
【
な
か
ま
と
と

も
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
】

は
、
３
年
生
み
ん
な

で
考
え
た
め
あ
て
で

す
。
３
つ
の
意
味
が

あ
り
ま
す
。

な
ん
で
も
話
そ
う

自
分
の
思
い
。

か
な
ら
ず
守
ろ
う
み
ん
な
の
ル
ー
ル
。　

ま
じ
め
に
勉
強
や
れ
ば
で
き
る
。

　

み
ん
な
は
こ
の
「
な
か
ま
」
を
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
色
々
な
こ
と

に
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま

す
。 ふるさと新聞づくり

「小串小学校との交流」「社会見学」
「村めぐり」「お店の紹介」などまだ
まだ続きます。

「ふるさと元気新
聞」第一号「原
生林」。ここを担
当しました

【
小
串
小
学
校
と
交
流
】

　

９
月
下
旬
３
・
４

年
生
で
小
串
小
学
校

に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
今
年
度
は
歓
迎

の
会
で
、
西
粟
倉
小

学
校
は
ダ
ン
ス
「
ジ

ョ
イ
フ
ル
」
を
披
露

し
ま
し
た
。
ま
た
、

交
流
で
は
、
海
の
学

習
ア
マ
モ
の
植
え
つ

け
を
し
ま
し
た
。
細

か
い
作
業
で
し
た

が
、
小
串
の
５
・
６

年
生
の
友
達
に
や
さ

し
く
教
え
て
い
た
だ

き
植
え
つ
け
が
で
き

ま
し
た
。

【
学
級
Ｐ
活
動
で
お
皿
づ
く
り
】

　

宮
崎
薫
先
生
に
学

校
に
来
て
も
ら
い
、

お
皿
を
作
り
ま
し

た
。
紙
皿
や
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
を
使
い
、
身

近
な
葉
っ
ぱ
を
飾
り

に
し
て
、
作
り
ま
し

た
。
初
め
て
作
っ
た

世
界
に
一
つ
だ
け
の

お
皿
が
で
き
ま
し

た
。
家
族
で
４
枚
の

素
敵
な
お
皿
で
、
お

い
し
い
料
理
が
食
べ

た
い
で
す
。

【
百
階
建
て
の
家
】　
陸
・
海
・
宇
宙
編
を
読
ん
で
、
家
を
描
い
て
み
ま
し
た
。

設
計
図
を
描
き
本
番
で
は
、
よ
り
細
か
く
描
き
ま
し
た
。
お
風
呂
・
キ
ッ
チ
ン
・

趣
味
の
部
屋
・
寝
室
・
勉
強
部
屋
・
テ
ラ
ス
・
客
室
な
ど
も
描
き
ま
し
た
。
こ
ん

な
家
に
住
ん
で
み
た
い
！

【
は
み
が
き
ポ
ス
タ
ー
】

【
い
ろ
い
ろ
な
お
面
】

紙
を
何
枚
も
貼
り
合
わ
せ
、
紙
粘

土
で
形
を
整
え
、
色
を
塗
っ
て
仕

上
げ
ま
し
た
。
家
族
を
守
る
魔
除

け
の
お
面
が
で
き
ま
し
た
。

【
淡
い
色
に
挑
戦
】　

筆
は
、
二
度
洗
い
、
パ
レ
ッ
ト
は

濁
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
色

づ
く
り
を
し
ま
し
た
。
画
用
紙
の

色
づ
け
も
丁
寧
に
し
た
の
で
、
お

気
に
入
り
の
作
品
が
で
き
ま
し

た
。 歯

科
衛
生
士
の
先
生
に
歯
み
が

き
の
仕
方
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
ど
ん
な
み

が
き
方
を
す
る
か
考
え
た
り
、

ポ
ス
タ
ー
に
し
た
り
し
て
、
み

ん
な
に
伝
え
ま
し
た
。

お気に入り作品紹介お気に入り作品紹介

西
粟
倉
小
学
校
３
年
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美勝英総体　　バレー部　3位
　　     　　  　  卓球部　男子個人戦ベスト 16　今西亮太
           　　　　  陸上部　砲丸投 1位　豊福朔矢　　走幅跳 1位　石井晶子
　　　　 　　    　 　 　  100m２位　石井晶子　　  800m2 位　林 央華　　砲丸投 2位　林 央華
　　　　 　　      　　　  砲丸投 3位　白籏晃征　　100m3 位　豊福朔矢　　走幅跳 3位　白籏 諒
美作地区予選会　　　卓球部　男子個人戦ベスト 8　今西亮太 ※県大会出場（11 月 2日）
　　　　　　　　　　バレー部　予選リーグ 1勝 1敗　決勝リーグ惜敗

なお、陸上は 4月からの諸々の大会での記録をもとに県大会 (11 月 1、2日 ) 出場者が決まります。
西中からは 9種目に 8人が出場します。

意
見
文
発
表
会

　

九
月
三
十
日(

水)

に
校
内
で
意
見
文
発

表
会
が
行
わ
れ
、
三
年
生
の
延
東
佳
音
さ
ん

の
『「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
通

し
て
』
が
代
表
に
選
ば
れ
、
十
月
二
十
四
日

（
土
）
の
学
習
発
表
会
で
も
、
堂
々
と
発
表

し
ま
し
た
。

　

佳
音
さ
ん
は
「
も
っ
た
い
な
い
」
と

い
う
外
国
に
は
な
い
日
本
独
特
の
言
葉

に
、
日
本
人
の
優
し
さ
と
日
本
な
ら
で
は

の
感
情
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。「
も
っ

た
い
な
い
」
と
は
、
も
の
の
本
来
あ
る
べ

き
姿
が
な
く
な
る
の
を
惜
し
み
嘆
く
気
持

ち
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
外
国
に
は

な
い
概
念
で
あ
り
、
世
界
で
「
も
っ
た
い

な
い
」
と
い
う
概
念
を
広
め
る
た
め
に
活

動
し
て
い
る
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ
さ
ん

は
外
国
の
言
葉
に
置
き
換
え
ず
、
あ
え
て

「M
O
TTAIN

AI

」
と
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
単
な
る
再
利
用
や
消
費
削

減
と
い
っ
た
環
境
配
慮
だ
け
で
な
く
、
自

然
へ
の
尊
敬
が
込
め
ら
れ
た
こ
の
言
葉
を

よ
り
広
め
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
。
私
た
ち
自
身
も
身
近
に
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
、少
し
で
も
「
も
っ
た
い
な
い
」

と
い
う
言
葉
を
広
め
て
い
こ
う
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。
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一般書
・『一〇三才になってわかったこと』        篠田桃紅／著
・『羊と鋼の森』　　　　　                   　   宮下奈緒／著
児童書 
・『ホームランを打ったことのない君に』

長谷川集平／作
・『きつねとうさぎ　ロシアの昔話』

フランチェスカ・ヤールブソワ／絵
・『くつがいく』　　　    　　　　　　和歌山静香／著

☆問い合わせ先☆
　　

◆◆お気に入りの本を紹介してみませんか？◆◆◆◆お気に入りの本を紹介してみませんか？◆◆

「ぜひお気に入りの本
を色々な人に紹介した
い」

岡山県立図書館配本について

図書カード抽選結果発表中！！

抽選結果掲示期間：１１月１１日～１１月２５日

　お問い合せは

子ども館　２７９－２５６６

教育委員会２７９－２２１６

""  Hallowee
n "Halloween
 " ぽんぽこ広場が完成しました !!ぽんぽこ広場が完成しました !!
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　１０月３１日（土）、さわやかな秋晴れの下
であわくらたんけんクラブが開催されました。
今回は、“ 駒の尾ちょっと山 ”。野鳥苑から駒
の尾山登山口まで探険しました。
まずは野鳥苑からスタート！静かな森の中を、
みんな和気あいあいと坂道を登っていきます。
　遊歩道に入ってからは、岩が転がっていたり、
湧水で足場の悪い場所もあったのですが、子ど
もたちは全然へいき！知らない場所を歩いてみ
る楽しさのほうが勝ったようです。無事登山口

～ふるさとの自然や人に学び、子どもたちの生きる力を育む西粟倉ならではの教育プログラム～～ふるさとの自然や人に学び、子どもたちの生きる力を育む西粟倉ならではの教育プログラム～

幼稚園と小学校の連携幼稚園と小学校の連携
　「秋パーティー」を通した交流活動

　西粟倉村は、「豊かな心と確かな学力」を持つ西粟倉っ子の育成を目指して、一貫した教育をす
すめるため幼稚園・小学校・中学校・教育委員会全職員で構成する「西粟倉っ子教育ネットワーク」
をつくり、各グループに所属し日々研修・交流を行っています。その中の “幼小グループ ”では幼

「アイデアを練る」
どんなゲームや遊びをするかアイ
デアを考え出し合い、みんなで話
し合い決める。

　「道具をつくる」 「改善する」 
チームで協力しながら、必要な道具をつくり遊び方を
考える。道具や遊び方をよりよいものにする。リハー
サルを行い全体の進め方、役割分担、接し方を問い直す。

「実行する」「ふり返る」
会を進行して幼稚園児を楽しませ
る。自分が学んだことを自覚させ
次の活動に生かす。

育てよう
とする力

創意工夫する力　
協力・協同する力

創意工夫する力　協力・協同する力
問い直す力　

進んで参加する態度
　コミュニケーション力

●楽しい活動を通して、小学校の生活を知り、小学校生活に期待感を持つことができる。
●小学生の工夫やアイデアを学び遊びが広がる。●小学生から小さい子への接し方を学ぶ。

幼稚園児への効果は ?･･･ 　３学期には、幼稚園年長
児を小学校に招待し、１年
生と一緒に授業を体験する
交流も行います。

稚園と小学校低学年の先生が幼小の子どもたちの交流を通した教育を考え実践しています。今回はその活動の一部
を紹介します。

「秋パーティー」は小学校では１，２年生が協力し、自分たちで遊びやゲームを考え、製作準備し、会を進行、招待
した幼稚園児を楽しませる活動で次のようなねらいがあり、下記のような力をつける活動を実践しています。
　○小さい子どもへの接し方、関わり方、コミュニケーションを学ぶ場
　○取組みの過程で、子どもの学ぶ力、生きる力を育てる

まで到着すると昼食タイ
ム。頑張ったみんなに温か
いラーメン♪
　秋の駒の尾はドングリで
いっぱい。子どもたちにと
っては、まさしく “宝の山 ”
の探険でした。

天然の滑り台でおおはしゃぎ！天然の滑り台でおおはしゃぎ！

お手製ドングリのパチンコお手製ドングリのパチンコ

秋の山でにぎやかに遊びました！秋の山でにぎやかに遊びました！お昼はラーメン♪お昼はラーメン♪

道なき道を登る班もいました道なき道を登る班もいました

スタートは秋の野鳥苑！スタートは秋の野鳥苑！
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　１０月１６日（金）みまさか民話の会「ほっこり」の方々
にお越しいただいて楽しい民話を聞かせていただきまし
た。お国自慢・屁こき嫁・食わず女房・度胸よい婿捜し・
嫁おこし鳥、の５話で楽しく情景が目に浮かぶようにお
話していただきました。途中、体をほぐす運動を取り入
れながら「ほっこり」の名のとおり【ほっこり】とした
秋のひとときを過ごすことができました。

【あわくら大学１１月講座】
１１月２０日 ( 金 )　午前１０時

～近郊巡り～

１０月講座１０月講座

　今回は影石～下土居地区を歩きます。子どもから
高齢者まで誰でも歩けるコースです。健脚コース
( ８km程度 )、ファミリーコース（４km程度）な
どの散歩道を設定しています。
　秋の西粟倉を眺めながらウォーキングを楽しみま
しょう。

足の筋力の弱まり

※参加申込先
　西粟倉村役場保健福祉課
　電話　２７９－７１００

昨年の様子昨昨年昨昨年昨年昨年昨年昨昨年昨年昨昨昨昨年の様の様の様の様の様様の様のの様の様の様の様のの 子子子子子子子子子子子子

ゴール後は
あったか～い豚汁！

日　時：１１月１５日（日） 午前８：３０～日　時：１１月１５日（日） 午前８：３０～
参加費：１００円  締切：１１月１０日（火）参加費：１００円  締切：１１月１０日（火）

１１月１５日（日）西粟倉の秋をみんなで歩こう！
おし
らせ
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　11月 9日から 15日まで全国一斉に秋季火災予防運動が実施されます。
　日本全国で火災は 1日に約 120 件、約 12分に 1件発生しています。
　平成 26年中の全国の火災件数は 43,632 件、岡山県は 686 件となっております。
　これからの季節は、暖房器具等を使用する機会が増え、火災発生の危険も増加します。暖
房器具等の使用前には十分点検をしてから使用してください。

・仏壇のろうそくが目を離した隙に転倒。付近に供えていたお菓子に着火し火災が発生したが、住宅用
　火災警報器が火災による煙を感知し吹鳴したため別室にいた家人が早急に気づき、大事には至らな
　かった。（岡山市）

　どの事例も住宅用火災警報器が火災の初期に発生する煙を感知し吹鳴
したため、早急に気づき大事には至りませんでした。しかし、未設置や
故障で気づくのが遅れると、火災が延焼拡大する事は言うまでもありま
せん。
　昼夜問わず住宅用火災警報器で火災を早期発見できれば、より早く消
火や避難が行えます。大切な命や財産を火災から守るためにも未設置の
方は早急な設置をお願いします。
　すでに設置されている方、作動点検はされていますか？いざというと
きのために作動点検を定期的に行ってください。（電池式の場合、寿命
は約 10年と言われています）

・幼い兄弟が押し入れの中でライターを使い、ティッシュを燃やして火遊びをしていた。その火がプラ
　スチック製の衣装ケースの蓋と枕に燃え移り、住宅用火災警報器が吹鳴した。別室にいた母親が警報
　音に気づき、早急に消火したため延焼拡大には至らず幼い兄弟も怪我なく無事だった。（倉敷市）

● 寝たばこは、絶対やめる。
● ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使
     用する。
●ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消
     す。

●逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を
     設置する。
● 寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐ
     ために、防炎品を使用する。
●火災を小さいうちに消すために、住宅用消火
     器等を設置する。
●お年寄りや身体の不自由な人を守るために、
    隣近所の協力体制をつくる。

・寝室でたばこを吸っていたが、そのまま寝てしまったため布団に着火、同室
　に設置してあった住宅用火災警報器が作動したもの。近隣住民が警報音に気
　付き消防に通報するとともに寝ていた住人を起こす。早期発見・早期通報に
　より住人は一酸化炭素中毒や火傷を負うことなく、大事には至らなかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（笠岡市）
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11 月、12 月は「耕作放棄地解消強化月間」

～地域ぐるみで農地を守ろう！～
　近年、農業の担い手の減少や高齢化によって、
耕作放棄地が増えて農地が十分に活用されていな
い状況となっています。
　そこで、11月、12月の「耕作放棄地解消強化
月間」に、地域ぐるみで ” 農地を守る日 ” を設け
て、耕作放棄地を発生させない取組を実践しまし
ょう。
①農地を考える日
　地域で農作業の作付け状況、不作付け地、農道・
水路の状況について話し合いましょう。
②一斉耕うんの日
　土づくり・雑草防除・景観保全のために地域ぐ
るみで一斉に「耕うん」しましょう。
③一斉草刈りの日
　耕作放棄地やイノシシの隠れ場となる山際の
「草刈り」をみんなで取り組みましょう。
【西粟倉村役場産業観光課／西粟倉村農業委員会】

申請期間
　平成 27年 9月 1日（火）～ 12月 1日（火）
　対象か否かの確認については、平成２７年７月
号広報誌 (P.18) か、http://www.2kyufu.jp/ をご
参照ください。
 ■問い合わせ先・提出先
〒 707-0503　岡山県英田郡西粟倉村影石 95-3
　　　　　　　　　西粟倉村役場保健福祉課
　　　　　　　（いきいきふれあいセンター内）
臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金係
電話番号　0868-79-7100

（９月末日現在の申請率）
■臨時福祉給付金  ６５％
■子育て世帯臨時特例給付金 ７３％
※算出に係る総数については、条件により変動する

場合があります。

  １２月１日は世界エイズデーで
す。これは、世界レベルでのエ
イズのまん延防止と患者・感染
者に対する差別・偏見の解消を
目的にWHO（世界保健機関）が
１９８８年に制定したものです。
美作保健所勝英支所では、ＨＩＶ・エイズの正し
い知識の普及啓発と早期発見のため、相談・検査
時間を普段より延長して実施します。

＜ＨＩＶ抗体検査・エイズ相談＞
日時：１２月１７日　９時～１８時
（電話等で要予約。前日１７時まで） 
場所及び連絡先：美作保健所勝英支所
（美作市入田２９１－２勝英地域事務所１階
　　　　　　　電話０８６８－７３－４０５４）
この他、定例検査も毎月第３水曜日１０時～１１
時に行っていますので、お気楽にご相談ください
（要予約）。

11月の定休日のお知らせ
　11月は定休日なしで営業させていただきます。

●あわくら温泉●あわくら温泉

11 月の定休日のお知らせ
　毎月第２火曜日が定休日です。11 月は 11 月
10日（火）が定休日になります。

●
　館内メンテナンスの為、11 月 16 日（月）休
館日（予定）とさせていただきます。
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　村民の皆さんこんにちは。地域おこし協力隊の三宅です。
　前回 ｢特定空家等｣ と判断される４つの状態をご紹介しましたが、今回はそれぞれの状態について国土
交通省のガイドラインでの例示を元に説明していきます。

空き家に関するご相談は
西粟倉村役場総務企画課へ
0868-79-2111

貸したい
借りたい

　①そのまま放置すれば倒壊等著しく保安上危険となるおそれのある状態とは…
　　　建築物の著しい傾きや土台・柱・筋交い等への腐食により建築物そのものが倒壊等する、腐食や破
　　損により屋根・外壁・門扉等が脱落や飛散等する、ひび割れ等で擁壁が老朽化し危険となるおそれが
　　ある又は将来そうなると予見される状態等をいいます。
　②そのまま放置すれば著しく衛生上有害となるおそれのある状態とは…
　　　建築物や設備等の破損が原因でアスベスト等が飛散・暴露する可能性が高い、浄化槽の放置・破損
　　等による汚物の流出・臭気の発生や、排水等の流出、ごみ等の放置や不法投棄が原因で臭気の発生や
　　多数のねずみや蝿・蚊等が発生し、地域住民の日常生活に支障を及ぼしている又は将来そうなると予
　　見される状態等をいいます。　
　③適切な管理が行われていないことにより著しく景観を損なっている状態とは…
　　　地域の景観保全に係るルールに著しく適合しない、屋根・外壁等が汚物や落書き等で外見上大きく
　　傷んだり汚れている、多数の窓ガラスが割れている、立木等が建築物の全面を覆う程度まで繁茂して
　　いる、敷地内にごみ等が散乱・放置されている状態等をいいます。
　④その他周辺の生活環境の保全を図るために放置することが不適切な状態とは…
　　　立木等が近隣の道路や家屋の敷地にはみ出したり落下している、空家等に住みついた動物等の鳴き
　　声・糞尿・毛・羽等で臭気の発生等がある、屋根の雪止めの破損で落
　　雪が発生し地域住民に日常生活に支障を及ぼしている状態等をいいま
　　す。

　これらの状態にあると ｢特定空家等｣ と判断されることになります。
　次回は ｢特定空家等｣ とされた場合についてお伝えします。
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おしえて ね んきん
　日本年金機構では、厚生労働省と協力して、毎年 11月を「ねんきん月間」と位置付け、国民の皆さ
まに公的年金制度に関する理解を深めていただくための普及・啓発活動を行います。

主な活動は、次のとおりです。
　◆年金相談の窓口として全国各地で「出張年金相談」の開設
　◆大学・高校などの教育機関や事業所等へ出向いての年金セミナーや年金制度説明会の開催
　◆年金委員を対象とした研修会の開催

また、11月 30 日は、ご自身の年金記録や年金受給見込み額を確認し老後の生活設計に思いを巡らし
ていただく「年金の日」となっています。ぜひ、この機会に「ねんきんネット」をご利用ください。「ね
んきんネット」をご利用いただくと、ご自身の年金記録を確認できるほか、将来の年金受給見込額につ
いて、ご自身の年金記録を基に様々なパターンの試算をすることもできます。
「ねんきんネット」については、日本年金機構のホームページ
（http://www.nenkin.go.jp/n_net/index.html）でご確認いただくか、
津山年金事務所（電話 0868-31-2360）までお問い合せください。

あなたの街であいましょう！

日時：平成２７年１１月１８日（水）
　　　午後１時～午後６時（受付５時３０分まで）
場所：いきいきふれあいセンター
担当者：岡山弁護士会所属の弁護士
相談内容：法律問題全般
相談時間：３０分以内
相談料：無料
予約不要
問い合わせ：岡山弁護士会
　　　　　　岡山市北区南方一丁目８番２９号
　　　　　　電話　０８６－２２３－４４０１

募集訓練科名および定員　
　・１年訓練（平成２８年４月～平成２９年３月）
　　　電気設備科　２０人
　　　木造建築科　１０人
　　　木　工　化　２０人
　・６月訓練（平成２８年４月～平成２８年９月）
　　　エクステリア科　１０人
　　　ＯＡ事　務　科　２０人
　　　ケアサービス科　２０人
募集期間　平成２７年１１月９日（月）～
　　　　　　　　　　　　平成２８年１月８日（金）
試験日　　平成２８年１月２３日（土）２４日（日）
受講料　　無料
申込方法　訓練科によって募集対象者及び申し込み
　　　　　方法が異なりますので、北部高等技術専
　　　　　門校へお問い合わせください。
問い合わせ　岡山県立北部高等技術専門校
　　　　　　津山市川崎９５３
　　　　　　電話　０８６８－２６－１１２５
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　今年度、西粟倉村老人クラブ連合会は、公民館内外の
掃除（障子の張替・花植え）やゴミステーションの掃除・
缶拾いに公園の草取りなどの環境美化活動に取り組んで
います。各地区活動はいろいろです。
　各地区とも大勢の方が参加され、さわやかな秋晴れで
の活動で「障子の張替は大変じゃったけど気持ちように
なった」「きれいになった」「みんなと出来ると楽しい！」
と皆さん笑顔で活動されていました。
　老人クラブの皆さん、ありがとうございました。これ
からもよろしくお願いします。

　10 月 22 日（木）に社協杯ゲートボール大
会が開催されました。皆さん日ごろの練習の成
果を発揮されていました。思うように球がいか
ずに悔しい場面もありましたが、皆さん楽しく
されていました。
結果は、
　　優　勝　中土居　チーム
　　準優勝　影　石　チーム
　　第３位　下土居　チーム
おめでとうございました。

次回のイベントは
11 月 19日（木）10時から
　　大人のための『絵本のつどい』
　　　皆さんのお越しをお待ちしています。

　10月 2日（金）みまさか民話の会「ほっこり」さんに来て頂きました。
　今年で 3回目の開催でいろいろな工夫をして下さいました。「いもころ

　10 月 14 日（水）に美作地区大会予選を兼ねて村老連
グラウンドゴルフ大会が天岡グラウンドゴルフ場で開催さ
れました。当日は、天気も良く２５名の参加がありました。
4グループに分かれて試合を行いました。個人競技なので
皆さんホールインを目指して頑張られていました。
　試合の合間には、久しぶりに会う方もおられて話に花が
咲いていました。
　　　　　結果は、
　　 　　　　　   優　勝　　草刈　弘幸　（坂　根）
　　　　　　　　準優勝　　山本　通義　（中土居）
　　　　　　　　第３位　　平田　康典　（引　谷）
　　　　　　　おめでとうございました。　　　　　　

　美作地区大会では優勝目指して頑張って下さい。

いい汗かいたなあ。

障子がきれいになって
明るくなったな～

春になったら
チューリップ咲くの
楽しみじゃなあ！

きれいになって、
気持ちがええな！

がし」「めでたい言葉」「かにのふんどし」などの話と今回はエプロ
ンシアターをしてくれました。話を聞きながら頭の中で場面を想像
して、迫力のある語り口調で子供も大人も楽しめました。
　皆さん、ほっこりとした時間を過ごせました。
　これからもたくさん練習してまた次回には楽しいお話を持ってく
ると言われていました。






